
択伐天然林で木材腐朽性菌類の生物多様性維持に資するための枯死木管理指針の開発

技術の特徴

北海道における天然林の択伐施業では、持続可能な森林施

業のために生物多様性の維持が求められています。森林生

態系において多様性を維持する重要な要素である枯死木・

倒木はこれまでのやり方による択伐施業では減少すること

が明らかなので、これらの減少に大きく影響を受けると思

われる多孔菌類を対象に、その多様性や種構成と林内の倒

木量との関係を明らかにし、多様性を維持するため必要な

倒木の量を提示しました。

連携の方向

北海道の天然林で生物多様性を考慮した択伐施業を行

なうことを考えている方や、北海道の森林管理を計画する

市町村等公有林、国有林との連携により、多様な森づくり

に貢献できます。

技術の詳細

・マニュアル等 マニュアル等は森林総合研究所北海道支所の web ページで公開しています。

<http://www.ffpri.affrc.go.jp/hkd/research/documents/h22hoppoutennenrinkanri.pdf> 
・論文・総説等 日林北支論, 59, 127-131 (2011)

担当者
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図 1 「持続可能な北方天然林管理」に関するマニュアル
北海道における天然林の択伐施業の管理技術に関して北海道支

所で作成したマニュアルです。この中に左欄に書いてある内容

が含まれています。

技術の特徴

本テキストは木材生産を行う地域や森林で、生物多様性

に配慮した森林管理を行う時に必要な知識と技術を述べた

ものです。生物多様性保全を進めるための統一的な施業指

針がこれまでなかったため、林野庁と協力し、本テキストを

作成しました。

１～４章で生物多様性保全についての知識を、５、６章で

森林管理の技術について述べ、７、８章では特に配慮が必要

な希少種と渓畔林の保全について解説し、９章では森林認

証制度について紹介しました。

連携の方向

生物多様性に配慮した森林管理を地域の実情にあわせ

て行うには、本テキストを用いた実習形式の研修を実施す

ることが重要です。そのような研修の開催に協力いただけ

る方と連携ができます。

技術の詳細

・マニュアル等 テキストは森林総合研究所生物多様性研究拠点の web ページで公開しています。

<http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/4strategy/18biodiversity/index.html>
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生物多様性に配慮した森林管理テキスト

図 1 生物多様性に配慮した森林管理テキスト
テキスト本文と事例集があります。今後、関東・中部以外の地域

に対応したものを作成して行く予定です。

シカ情報マップの携帯端末アプリ化

技術の特徴

ニホンジカの目撃や捕獲に関する位置情報の報告と閲覧

を PC だけでなく各種スマートフォン、タブレットからで

もおこなうことができる Web アプリを開発しました。報告

時には、画面上に現れる現在地を中心とした地図を確認し

ながら性別と頭数をプルダウンによって選択、発信すれば

完了です。閲覧ページでは、希望する地域の情報を見ること

ができます。また、各都道府県の担当者はこれまでのデータ

を一括アップロード、ダウンロードできますので、情報の一

元管理に最適です。

連携の方向

被害を受けている地域の皆さんが県や市町村とシカの

分布情報を共有し、現在の被害防止対策の積極的な評価や

捕獲場所の決定、分布拡大の影響を最小限にとどめること

ができるような適応策の創出も期待されます。

技術の詳細

・Web ページ <https://shikadoko.jp/>
・論文・総説等 森林と林業, 2017 年 12 月, 14-15 (2017)

担当者
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図 1 「シカ情報マップ」 
トップページから目撃報告か閲覧かを選択します（左）。閲覧画

面でマーカーをクリックすると詳細を見ることができます（右）。 

技術の特徴

ニホンジカとカモシカの糞や食痕はよく似ているため、

見た目で区別することができません。そこで、それらの痕跡

に付着している DNA を利用して両種の痕跡を識別する手

法を開発しました。

開発した「ニホンジカ・カモシカ識別キット」では、検査

液を一定の温度に保温するだけで検査ができます。また、検

査液の“色”の変化で両種を識別するので、特殊な技術や知

識を必要とせず、誰でも一目で結果を知ることができます。 

連携の方向

ニホンジカとカモシカが混在する地域で、糞や食痕を用

いた両種の正確な分布・生息調査を実施できます。このよ

うな痕跡を利用した両種の野外調査を計画している地方

自治体や民間企業の方々との連携を希望いたします。

技術の詳細

・マニュアル等 本製品は、（株）ニッポンジーンから「ニホンジカ・カモシカ識別キット」として販売されています。

<https://www.nippongene.com/kensa/products/lamp-kit/sika/sika-kamosika.html> 
・論文・総説等 Mammalian Genome, 26, 355-363 (2015)、森林防疫, 67, 15-24 (2018)
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ニホンジカ・カモシカ識別キット
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図 1 ニホンジカ・カモシカ識別キット 
A：パンフレット、B：キットの中身、C：検査結果（ニホンジカ

検査液が緑色に光り陽性反応が出ている例）
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